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このメモは08M～12Mまでの後期過去問を概観して作成した参考資料である。

～こんてんつ～
➀大雑把なジャンル分け
②当てにならない出題予想め
③今更感の在る最終チェック

➀ジャンル分け（赤字は捨問、若しくは後回しにすべき問題。また反応速度は除外。）
Ａ．熱力学方程式
　11M1,12M1
Ｂ．熱力学の計算問題
　08M1,08M2,08M4,09M1,09M2,09M4,10M1,10M2,10M5,10M6,11M1,11M2,11M3,
　11M4,12M2,12M3,12M4
Ｃ．共鳴構造式・オービタル
　08M5,08M6,09M5,10M4,11M5,12M5
Ｄ．酸性度・塩基性度と構造
　09M6,10M7,11M6,12M6


②出題予想（？）
　先週の授業で先生は出題に附いて以下のように宣言していた。

第１問　熱力学方程式（G,A）
第２問　熱力学の計算（G,H,U,S）
第３問　熱力学の計算（G,S）
第４問　共鳴構造式
第５問　共鳴構造式
第６問　酸性度・塩基性度と構造


以上のオーダーから筆者が適当に出題予想（寧ろ類題予想？）をしてみた。
余り当てにするのは危険なので、「禁断の手」としてどうぞ。

　第１問　熱力学方程式　
→流石に11M1,12M1くらいなのでは・・・
　
　第２問　熱力学計算
　　　　　→09M1,10M2,11M2,12M3あたりかなぁ・・・
　　　　　　（５年分も見れば充分だろ！）

　第３問　熱力学計算
　　　　　→10M1,12M2あたりかなぁ・・・
　　　　　　（５年分も見れば充分・・・だろうな）

第４問　共鳴構造式
　　　　→１つは確実に描くだけの問題は出すだろう・・・
　　　　　08M6,09M5,11M5,12M5に注意すれば・・・

第５問　共鳴構造式
　　　　→これが未知数な出題。11M4,12M6とか嫌なものがくる可能性がある。
　　　　　最悪無理な問題なら捨ててもいい。

第６問　酸性度・塩基性度と構造
　　　　　→09M6,10M7,11M6,12M6のように、一部の例外を除けばやり易いものが出るだろう・・・

　採点方式が良く分からないが、前期と同じなら３問正解で安全圏だといえるので、
13M1～13M4、状況によっては13M6を取るように考えるといいだろう。兎に角確実に取れる問題からとることが大事である。

③最終チェック
　Ａ．熱力学方程式
　　・Gibbs自由エネルギーとHelmholtz自由エネルギー関連の文字関係が分かっているか？
　　・式上の処理の工夫が出来るか？
　　・理想気体の条件が活用できるか？


　Ｂ．熱力学の計算
　　・等温過程や定圧過程の条件を使えるか？
・各文字を理解し、自由に使いこなせるか？
・反応熱を計算に組み込めるか？
・Kirchhoffの法則を忘れていないか？
・図を描いて整理しながら解けるか？
・ΔGやΔSがもつ意味が理解出来ているか？

　Ｃ．共鳴構造式・オービタル
　　・共鳴構造式が何を意味しているか理解しているか？
　　・共鳴構造式・オービタルの書き方のルールが分かっているか？

　Ｄ．酸性度・塩基性度と構造
　　・誘起効果と共鳴効果を理解しているか？
　　・ベンゼン環の電子密度の変化について理解できているか？
　　・電子の非局在化の意味が分かっているか？
　　・共鳴構造式から酸性度・塩基性度の相対的な強さを読み取れるか？
